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　5　FLY	Program	（初年次長期自主活動プログラム）

　〔1〕　FLY	Programの目的

　本プログラムは、欧米の入学猶予制度に準ずる仕組みとして、１年間の特別休学を導
入することで、初年次（入学年次）に学生が自らの主体的な選択により学校生活を離れ
た多様な活動の体験を積む機会を提供し、支援しようとするものである。
　なお、本プログラムは、FLY	Program（Freshers’	Leave	Year	Program）又は初年
次長期自主活動プログラムと呼称され、本募集要項内では、FLY	Programと記載され
ている。

　〔2〕　FLY	Programの概要

　本プログラムにおいて特別休学期間中に行う活動の内容は、学生自らが主体的に計画
し、準備する必要がある。活動内容については様々な態様が考えられるが、本学が推奨
する活動の観点は次の３点である。本学としてはこれらの観点を必ずしも強制するもの
ではなく、応募者が多数となった場合等に活動計画の評価を行う際、重視されることが
ある。
　（1）長期性、継続性　	　数か月以上の長期にわたって継続的に行われ、学業の傍らで

は経験しにくい態様の活動であるか。
　（2）社会性、国際性　	　学生としての日常生活を離れ、従来の意識・価値観を相対化

し、自らの在り方を見直すインパクトのある活動であるか。
　（3）公共性、規範性　	　「世界的視野を持った市民的エリート」を目指す者のロール

モデルとして、公共の福祉の増進、社会貢献に寄与する活動で
あるか。

　学生が行う長期自主活動としては、例えば次のような活動を想定している。
　　■	　ボランティアなどの社会貢献活動（災害復興支援、学習支援、環境保全、医療・

福祉・介護等）
　　■	　国際交流体験活動（語学留学、国際ＮＰＯ活動への参加、長期海外渡航等）
　　■	　インターンシップなどの就業体験活動（官公庁、自治体、企業、ＮＰＯ等）
　　■	　農林水産業・自然体験、地域体験活動（地域おこし、農山村・漁村など出身家

庭・地域と異なる場での生活体験等）

　〔3〕　応募資格

　　次に掲げる各号のいずれにも該当する者
　　（1）平成26年４月に教養学部前期課程へ新たに入学する者
　　（2）１年間の特別休学を了承する者
　　（3）１年間を通じて自主的な活動を計画する者
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　〔4〕　採用者数及び選抜方法

　　（1）採用者数は、若干名とする。
　　（2）	本申請（「〔５〕応募方法（2）本申請」を参照）書に記載した活動内容等につい

て書類審査の後、面接を行った上で、採用者を決定する。

　〔5〕　応募方法

　　次のとおり、事前申請及び本申請を行うことにより、申請者として取り扱う。
　　（1）事前申請

　「事前申請書」（19ページのものを使用）に必要事項を記入の上、入学手続期間
〔3月12日（水）～15日（土）〕中（必着）に、入学手続書類と共に入試事務室へ郵
送しなければならない。
　なお、事前申請を行った場合でも、入学後に本申請を行わなければ、申請を取り
やめたものと見なす。

　　（2）本申請
①　本学への入学後、本プログラムに関する説明会の開催を予定しており、本申
請を行う場合は、原則出席すること。
　※説明会の情報については、別途本学ウェブサイトにて掲載する。
②　本申請の様式は、本学指定のウェブサイト（「〔9〕本プログラムに関する問
合せ先」を参照。以下同じ。）からダウンロードすることができる。申請書に
必要事項を記入の上、所定の申請先へ提出すること。

　〔6〕　支援内容

　　（1	）活動内容の準備や実施状況等について、担当の教員と随時相談することができ
る。

　　（2）活動資金の一部支援を行う場合がある。

　〔7〕　採用された場合の義務

　　（1）常に最新の連絡先を届け出ること。
　　（2	）長期自主活動期間中は、月１回程度は担当教員と連絡を取るなど、進捗報告に相

当するものを必ず行うこと。
　　（3	）長期自主活動を行うに当たっては、必要に応じた賠償責任保険や傷害保険に加入

すること。
　　（4）長期自主活動期間の終了後は、所定の報告を行うこと。
　　（5	）活動支援金を給付された場合には、その使途について、（4）の報告の際に具体的

な説明を行うこと。
　　（6	）平成27年５月上旬開催予定の本プログラム参加者による報告会には、必ず参加す

ること。
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　〔8〕　留意事項

　　（1	）本プログラムに採用されると、入学直後の１年間は特別休学者となり、授業料は
免除される。ただし、図書館等の学内施設は利用することができる。

　　（2	）休学期間は修業年限に含まれないため、本プログラム採用者は入学から卒業まで
の期間が１年間延びることとなる。

　　（3	）次の事項に該当する者は、「入学手続要領」の申請手続方法に従い、所定の期間
内に必ず入学料免除及び授業料免除等の「事前申請」と「本申請」の２回の手続き
を行うこと。

　　　　・入学料免除・徴収猶予（延納）を希望する者
　　　　・本プログラムに採用とならなかった場合、授業料免除・徴収猶予（延納・分

納）を希望する者
　　（4	）独立行政法人日本学生支援機構の大学等奨学生採用候補者は、４月１日（火）、　

２日（水）に予定されている「諸手続」時に、進学後の手続きについて確認するこ
と。なお、本プログラムに採用された場合、同奨学金は採用とはなりません。

　　（5	）独立行政法人日本学生支援機構以外の奨学金を受ける予定の者は、本プログラム
に採用され、特別休学となった場合についての扱いを確認し、必要に応じて辞退等
の手続きをすること。

　　（6	）三鷹国際学生宿舎に入居を希望する者は、入居申請時に「東京大学三鷹国際学生
宿舎希望調書」の『FLYプログラム参加希望』欄にチェックを記入すること。本
プログラム採用者で三鷹国際学生宿舎に入居を許可された者は、３年間入居できる。

　　（7	）上記の留意事項は平成25年10月時点であり変更となる場合があるので、必ず、本
学ウェブサイトで最新の情報を確認すること。

　〔9〕　本プログラムに関する問い合わせ先

　　教養学部等事務部学生支援課
　　　電話	 03-5454-6079
　　　e-mail	 fly-program@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
　　　website	http://www.c.u-tokyo.ac.jp/info/academics/zenki/fly/index.html

個人情報の取扱いについて

　個人情報については、「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に
関する法律」及び「東京大学の保有個人情報の適切な管理のための措
置に関する規則」に基づいて取り扱うこととなります。
　本プログラムへの申請に当たって知り得た氏名、住所その他の個人
情報は、本学における教務又は学生支援関係の業務を行うために利用
します。
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　○「FLY	Program事前申請書」の記入方法

FLY Program 事前申請書

平成　　 年　　 月　　 日　

東京大学教養学部長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　 　年　　月　入学（　　　科　　　類）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　印

　私は、FLY Program（初年次長期自主活動プログラム）への参加を希望しますので、
本プログラムに係る各留意事項を確認のうえ、事前申請をいたします。

　　● 　FLY Programに採用された場合、入学後の１年間は特別休学者として扱われる等、留意しな
ければならないことがあるので、本募集要項記載の留意事項を必ず確認の上、申請すること。

　　●　以下の申請者情報等及び裏面の活動計画概要を記載すること。

【申請者情報等】
ふりがな

合格者整理番号

氏　　名 生 年 月 日 19　　年　　月　　　日（　　歳 ※）

性 別 　 男　 　女 国　籍
英　　字
e-mail address

（PC用若しくは又は携帯用の
どちらか又は両方のアドレス
を記載すること。）

PC用 携帯用

本人現住所・連絡先（※）
　〒（　　　－　　　　）

　電話　　　（　　　　）　　　　　、携帯電話　　　　（　　　　）　　　　

家族現住所・連絡先（※）
　〒（　　　－　　　　）

　電話　　　（　　　　）　　　　　、携帯電話　　　　（　　　　）　　　　

　※印の項目は、この申請書への記入日現在で記載すること。

○で
囲む

26 3

26

C12345

日本KOMABA  JIRO

Jiro-komaba@xxxxx.com J-komaba55@yyyyy.jp

こ ま ば　じ ろ う

理

駒　場　　二　郎

駒　場　二　郎

一4

95 5

123 4567

123 4567 8901 090 4567 5678

080 9876 5432（母親）

同　上

○○県　△△市　□□□町　０丁目０番０号
　　◇◇マンション　０００号室

5 18

11

駒
場

この携帯電話の使用者

合格通知書に記載の番号

姓・名の順
（大文字）

記入日
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【活動計画概要】

活動のテーマ

計画の概要

　1.「活動のテーマ」欄には、計画した活動の全体像を表すテーマ名を記載すること。
　2 .「計画の概要」欄には、志望動機、活動の目的に加え、現時点での活動計画（期間、場所、
内容等）及び資金計画を簡潔に記載すること。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

〈志望動機〉
　（計画する活動を実行することにした動機及びその活動を本プログラ
ムにおいて行うこととした動機について、簡潔に記載してください。）

〈活動の目的〉
　（計画する活動の全体構想及びその中での本活動の目的を簡潔に記載
してください。）

〈活動計画〉
　（計画する活動の期間、場所、活動内容等、およそ１年間の活動の全
体構想を簡潔に記載してください。）

〈資金計画〉
　（計画する活動を行うために係る経費の概要を記載した上で、その経
費の調達方法（自身のアルバイト収入、保護者からの援助等）について
概算を簡潔に記載してください。）

　記入欄を有効に活用し、
志望動機、活動の目的、活動
計画及び資金計画等を区別
して記載する。


